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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 189,434 △10.8 △25,587 ― △24,556 ― △42,107 ―

22年3月期第3四半期 212,433 △15.0 11,081 △64.1 12,732 △60.7 1,638 △92.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △268.78 ―

22年3月期第3四半期 10.45 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 1,367,124 404,600 29.2 2,546.33
22年3月期 1,482,520 439,269 29.3 2,773.59

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  398,912百万円 22年3月期  434,515百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 240,700 △13.7 △31,900 ― △31,100 ― △50,900 ― △324.90



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 159,628,280株 22年3月期  159,628,280株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,966,684株 22年3月期  2,966,676株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 156,661,604株 22年3月期3Q 156,803,933株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の政策効果により企業収益が一部改

善するなど、景気は持ち直しの動きがあったものの、先進国を中心とした世界経済の減速懸念

や円高による輸出の低迷、政策効果の剥落等から景気減速感が強まり、先行き不透明な状況が

続いていることに加え、依然として厳しい雇用環境が続き、所得水準も低迷しております。 

このような環境下、平成22年６月の貸金業法完全施行による規制強化や利息返還請求が依然

として高止まり状態にあるなど、当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況にあります。 

当社グループは、「一人でも多くのお客さまに最高の満足を感じていただき、個人ローン市

場において、社会に信頼される『リーディングカンパニー』を目指す」を、新たなビジョンに

掲げ、国内においてはローン事業、信用保証事業、債権管理回収事業を、海外においてはタイ

王国でローン事業、インドネシア共和国で銀行業を主な事業として展開しております。 

当第３四半期連結累計期間においては、平成22年６月18日に完全施行された改正貸金業法の

対応として、法改正の告知、営業事務や関連するコンピューターシステムの変更、問い合わせ

体制の拡充などに取り組んだほか、保証事業については、三菱 UFJニコス株式会社(以下、「三

菱 UFJニコス」という。)からの保証事業承継、株式会社伊予銀行および株式会社第三銀行との

新規提携開始など事業の拡充を図りました。また、コスト構造の一層の効率化、事業戦略の見

直しの一環として個別信用購入あっせん事業からの撤退方針を決定するなど、さまざまな対

応・取り組みを行ってまいりました。 

 

当第３四半期連結累計期間における営業収益は、営業貸付金利息が前年同期に比べ 282 億

２千８百万円減少したことを主な要因に、前年同期に比べ 229 億９千８百万円減の 1,894 億

３千４百万円（前年同期比 10.8％減）となりました。他方、営業費用は、貸倒引当金繰入額

が前年同期に比べ 356 億７千５百万円減少しましたが､利息返還損失引当金繰入額が前年同期

に比べ 628 億５千５百万円増の 840 億４千４百万円となった結果､前年同期に比べ 136 億７千

万円増の 2,150 億２千２百万円（前年同期比 6.8％増）となりました。その結果、営業損失は

255 億８千７百万円、経常損失は 245 億５千６百万円、四半期純損失は、特別損失において親

会社株式評価損、投資有価証券評価損のほか、第１四半期より適用いたしました資産除去債

務会計基準の適用に伴う影響額など、145 億６千４百万円の計上をしたことにより、421 億７

百万円の損失となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（Ａ）財政状態 

当 第 ３ 四 半 期 連 結 会 計 期 間 末 に お け る 財 政 状 態 は 、 前 連 結 会 計 年 度 末 に 比 べ 総 資産は

1,153 億９千５百万円減少、自己資本は 356 億３百万円減少となり、自己資本比率は 0.1％

減少の 29.2％となりました。資産、負債、純資産の増減状況は次のとおりであります。 

 

（資産の部） 

資産の部については､流動資産が1,151億９千７百万円の減少､固定資産が１億９千８百万

円の減少となりました。流動資産の主な増減内容は､営業貸付金(1,505億６千６百万円減)、

割賦売掛金(85億２千４百万円減)、買取債権(32億４千７百万円減)などの減少、現金及び預

金（150億５千２百万円増）、銀行業貸出金（48億１千３百万円増）、有価証券（20億９千

万円増）、短期貸付金（199億７千８百万円増）などの増加であります。固定資産の主な増

減内容は､建物及び構築物（２億７千２百万円減）､器具備品（４億７千８百万円減）、投資

有価証券（13億７千４百万円減）、差入保証金（15億２千８百万円減）などの減少、のれん

アコム㈱（8572）平成23年３月期 第３四半期決算短信

- 2 -



（41億５千７百万円増）などの増加であります。 

 

（負債の部） 

負債の部については、流動負債が434億７千２百万円の減少、固定負債が372億５千３百万

円の減少となり、負債合計では807億２千６百万円の減少となりました。主な増減内容は、

利息返還損失引当金(225億円減)、借入金・社債（559億６千７百万円減）などの減少、銀行

業預金（46億３千万円増）、資産除去債務（50億９千３百万円増）などの増加であります。 

 

（純資産の部） 

純資産の部については、評価・換算差額等が72億８千８百万円増加、少数株主持分は９億

３千３百万円増加しました。一方株主資本は利益剰余金が減少したことにより428億９千１

百万円減少しました。その結果、純資産合計は346億６千９百万円の減少となりました。 

 

（Ｂ）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という｡)は、1,687

億４千６百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

   営業活動による資金は、947 億１千７百万円の増加となりました。これは主に､税金等調

整前四半期純損失が 387 億８千９百万円、利息返還損失引当金の減少額が 225 億円となった

ほか、営業貸付金の減少による資金の増加（1,505 億５千５百万円）、割賦売掛金の減少に

よる資金の増加(85 億２千６百万円)などによるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、27 億３千万円の減少となりました。これは主に、三菱 UFJ ニコ

スより無担保カードローンの信用保証に関する事業を承継し、当該対価を支払ったことによ

る支出（46 億５千万円）と経営体質強化策として実施した有人、無人店舗等の再編により、

差入保証金を回収したことによる収入などによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

    財務活動による資金は、567 億６千３百万円の減少となりました。これは主に、借入れ、

社債の発行による収入が借入金の返済、社債の償還などによる支出を 561 億５千１百万円下

回ったことと、配当金の支払（７億８千４百万円）などによるものです。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経営環境は、景気の先行き不透明感に加え、利息返還請求などのリスク要因が引き

続き存在しているものの、本年度の経営方針の下、積極的な事業活動を推進するとともに、

グループ全体の経営改革に取り組み、加えて MUFG グループとの業務提携などを進めてまい

ります。 

なお、当連結会計年度(平成 23 年３月期)の通期業績見通しにつきましては、平成 22 年 11

月９日に公表のとおり、連結営業収益 2,407 億円、連結経常損失 311 億円、連結当期純損失

509 億円を見込んでおります。 
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２．その他の情報
(1) 重要な子会社の異動の概要（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①簡便な会計処理

　    重要な該当事項はありません。

②特有の会計処理

該当事項はありません。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理基準に関する事項の変更

(A) 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日

公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年

３月10日）を適用しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影響は

ありません。

(B) 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３

月31日）を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は142百万円増加し、税金等調整前四半

期純損失は 4,202百万円増加しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の期首残高は、5,075百万円であります。

　なお、資産除去債務の変動額は、17百万円であります。

(C) 企業結合に関する会計基準等の適用

　第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費

等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会

計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16

号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企

業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

②表示方法の変更

＜四半期連結損益計算書＞

（当第３四半期連結累計期間）

　「包括信用購入あっせん収益」及び「個別信用購入あっせん収益」は、前第３四半期連結累計期間に

おいて「総合あっせん収益」及び「個品あっせん収益」と表示しておりましたが、割賦販売法の改正に

より、「包括信用購入あっせん収益」及び「個別信用購入あっせん収益」として表示しております｡

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取家賃」は、営業

外収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間の「受取家賃」は295百万円であります。

　前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「保険解約損」は、営

業外費用の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間の「保険解約損」は2百万円であります。

　前第３四半期連結累計期間において､営業外費用の「その他」に含めていた「投資事業組合運用損」

は、営業外費用の総額の 100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記しており

ます。

　なお、前第３四半期連結累計期間の「投資事業組合運用損」は15百万円であります。
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（当第３四半期連結会計期間）

　「包括信用購入あっせん収益」及び「個別信用購入あっせん収益」は、前第３四半期連結会計期間に

おいて「総合あっせん収益」及び「個品あっせん収益」と表示しておりましたが、割賦販売法の改正に

より、「包括信用購入あっせん収益」及び「個別信用購入あっせん収益」として表示しております｡

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期

連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　前第３四半期連結会計期間において､営業外収益の「その他」に含めていた「受取家賃」は、営業外

収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間の「受取家賃」は96百万円であります。

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
該当事項はありません。
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※３  98,800 ※３  83,747

営業貸付金 ※２, ※５  1,022,978 ※２, ※５  1,173,545

銀行業貸出金 30,145 25,331

割賦売掛金 49,879 58,404

買取債権 12,062 15,310

有価証券 23,790 21,700

親会社株式 5,354 5,976

営業投資有価証券 1,338 1,966

商品有価証券 3,448 2,421

商品及び製品 334 1,036

原材料及び貯蔵品 95 103

繰延税金資産 26,748 26,589

短期貸付金 49,971 29,992

その他 30,024 31,491

貸倒引当金 △61,814 △69,262

流動資産合計 1,293,159 1,408,356

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※１  8,951 ※１  9,224

器具備品（純額） ※１  10,613 ※１  11,091

土地 6,530 6,535

その他（純額） ※１  535 ※１  545

有形固定資産合計 26,630 27,396

無形固定資産   

のれん 11,627 7,469

その他 137 227

無形固定資産合計 11,764 7,697

投資その他の資産   

投資有価証券 20,710 22,085

繰延税金資産 468 484

差入保証金 7,132 8,660

前払年金費用 3,581 3,757

その他 ※５  4,819 ※５  5,268

貸倒引当金 △1,142 △1,187

投資その他の資産合計 35,569 39,069

固定資産合計 73,965 74,163

資産合計 1,367,124 1,482,520
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 393 760

短期借入金 3,588 4,112

1年内返済予定の長期借入金 ※２  163,474 ※２  183,976

1年内償還予定の社債 35,825 51,654

銀行業預金 39,204 34,574

未払法人税等 863 792

債務保証損失引当金 ※４  8,647 ※４  8,275

資産除去債務 293 －

割賦利益繰延 3,042 3,809

その他 11,006 21,855

流動負債合計 266,338 309,811

固定負債   

社債 196,259 191,249

長期借入金 ※２  307,455 ※２  331,577

繰延税金負債 1,877 2,240

退職給付引当金 78 144

役員退職慰労引当金 15 33

利息返還損失引当金 182,000 204,500

資産除去債務 4,800 －

その他 3,699 3,693

固定負債合計 696,186 733,439

負債合計 962,524 1,043,250

純資産の部   

株主資本   

資本金 63,832 63,832

資本剰余金 76,010 76,010

利益剰余金 281,003 323,894

自己株式 △19,793 △19,793

株主資本合計 401,053 443,944

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,675 △6,161

為替換算調整勘定 △3,815 △3,266

評価・換算差額等合計 △2,140 △9,428

少数株主持分 5,687 4,753

純資産合計 404,600 439,269

負債純資産合計 1,367,124 1,482,520
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

営業貸付金利息 177,719 149,490

銀行業貸出金利息 1,959 2,516

包括信用購入あっせん収益 2,737 2,235

個別信用購入あっせん収益 2,657 2,288

信用保証収益 8,357 14,664

買取債権回収高 9,546 6,476

その他の金融収益 ※１  937 ※１  850

その他の営業収益 8,518 10,912

営業収益合計 212,433 189,434

営業費用   

金融費用 ※２  16,904 ※２  16,571

債権買取原価 5,287 2,586

その他の営業費用 ※３  179,159 ※３  195,864

営業費用合計 201,351 215,022

営業利益又は営業損失（△） 11,081 △25,587

営業外収益   

受取利息 197 198

受取配当金 470 367

持分法による投資利益 － 6

負ののれん償却額 513 －

受取家賃 － 229

その他 579 297

営業外収益合計 1,761 1,100

営業外費用   

支払利息 0 4

持分法による投資損失 29 －

保険解約損 － 24

投資事業組合運用損 － 17

その他 80 22

営業外費用合計 109 68

経常利益又は経常損失（△） 12,732 △24,556
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 2 218

投資有価証券売却益 534 109

事業分離における移転利益 1,323 －

その他 8 2

特別利益合計 1,868 331

特別損失   

固定資産売却損 10 12

固定資産除却損 406 133

減損損失 － 90

親会社株式評価損 － 4,811

投資有価証券売却損 － 14

投資有価証券評価損 101 4,613

事業構造改善費用 5,144 799

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,050

その他 102 39

特別損失合計 5,765 14,564

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

8,835 △38,789

法人税、住民税及び事業税 368 1,626

法人税等調整額 5,841 620

法人税等合計 6,209 2,246

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △41,035

少数株主利益 987 1,071

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,638 △42,107
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

営業貸付金利息 57,624 46,642

銀行業貸出金利息 674 873

包括信用購入あっせん収益 873 708

個別信用購入あっせん収益 872 719

信用保証収益 4,067 5,835

買取債権回収高 3,710 2,155

その他の金融収益 ※１  233 ※１  495

その他の営業収益 2,749 3,251

営業収益合計 70,807 60,680

営業費用   

金融費用 ※２  5,840 ※２  5,579

債権買取原価 2,089 792

その他の営業費用 ※３  59,866 ※３  53,222

営業費用合計 67,796 59,593

営業利益 3,011 1,087

営業外収益   

受取利息 68 66

受取配当金 139 158

持分法による投資利益 － 3

受取家賃 － 76

その他 299 40

営業外収益合計 507 345

営業外費用   

支払利息 0 1

持分法による投資損失 5 －

賃貸費用 3 1

その他 4 0

営業外費用合計 13 3

経常利益 3,505 1,429
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（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 76 9

親会社株式評価損戻入益 － 609

投資有価証券評価損戻入益 － 675

その他 1 2

特別利益合計 77 1,297

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 68 55

投資有価証券評価損 58 －

事業構造改善費用 5,144 799

その他 3 0

特別損失合計 5,274 855

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,691 1,872

法人税、住民税及び事業税 97 652

法人税等調整額 △1,048 △855

法人税等合計 △951 △203

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,075

少数株主利益 61 302

四半期純利益又は四半期純損失（△） △801 1,772
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

8,835 △38,789

減価償却費 1,849 1,630

減損損失 － 90

のれん償却額 172 505

負ののれん償却額 △513 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △278 △7,478

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △124 △530

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8 △66

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △37 △18

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △82,800 △22,500

受取利息及び受取配当金 △668 △566

支払利息 0 4

社債発行費償却 77 177

為替差損益（△は益） 63 △391

持分法による投資損益（△は益） 29 △6

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △206

有形固定資産除却損 406 133

投資有価証券売却損益（△は益） △534 △95

親会社株式評価損益（△は益） － 4,811

投資有価証券評価損益（△は益） 101 4,613

事業構造改善費用 5,144 799

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 4,050

営業貸付金の増減額（△は増加） 113,444 150,555

銀行業貸出金の増減額（△は増加） 656 △6,082

割賦売掛金の増減額（△は増加） 6,151 8,526

買取債権の増減額（△は増加） 5,163 3,247

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △8 628

商品有価証券の増減額（△は増加） △2,114 △1,170

たな卸資産の増減額（△は増加） 77 707

その他の流動資産の増減額（△は増加） △2,635 1,211

前払年金費用の増減額（△は増加） 295 176

仕入債務の増減額（△は減少） △71 △367

銀行業預金の増減額（△は減少） 2,530 6,280

割賦利益繰延の増減額（△は減少） △327 △767

その他の流動負債の増減額（△は減少） △4,401 △3,942

その他の営業活動による増減額（△は減少） △250 △2,427

小計 50,243 102,743

利息及び配当金の受取額 694 587

利息の支払額 △0 △4

事業構造改善費用の支払額 － △7,346

法人税等の還付額 446 261

法人税等の支払額 △459 △1,523

営業活動によるキャッシュ・フロー 50,925 94,717
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 1 －

有形固定資産の取得による支出 △796 △352

有形固定資産の売却による収入 4 366

投資有価証券の売却による収入 869 227

子会社株式の取得による支出 △3,577 －

子会社株式の売却による収入 170 －

事業譲受による支出 △5,200 △4,650

事業譲渡による収入 680 －

その他の投資活動による増減額（△は減少） △65 1,678

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,912 △2,730

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 71,938 27,229

短期借入金の返済による支出 △96,984 △27,755

社債の発行による収入 13,752 30,818

社債の償還による支出 △48,220 △41,823

長期借入れによる収入 109,634 85,467

長期借入金の返済による支出 △94,998 △130,087

少数株主からの払込みによる収入 － 230

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4 △59

自己株式の取得による支出 △1,285 △0

配当金の支払額 △3,926 △784

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,093 △56,763

現金及び現金同等物に係る換算差額 245 △200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,834 35,022

現金及び現金同等物の期首残高 131,477 133,723

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△104 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  124,539 ※１  168,746

アコム㈱（8572）平成23年３月期 第３四半期決算短信

- 13 -



(4) 継続企業の前提に関する注記

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）

該当事項はありません。

(5) セグメント情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

【事業の種類別セグメント情報】

　全セグメントの営業収益の合計及び営業利益の合計額に占める「金融サービス事業」の割合が、いずれも

90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　「本邦」の営業収益の金額は、全セグメントの営業収益の合計額に占める割合が90％を超えているため、

所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　海外売上高は、連結売上高に占める割合が10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

(A) 報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、国内外においてローン・包括信用購入あっせん事業を中心とした金融事業を展開しております。

国内では、ローン・包括信用購入あっせん事業の他、信用保証事業、債権管理回収事業を中心に、また、海

外では、アジアにおいて金融事業を展開しております。

　したがって、当社は、「ローン・包括信用購入あっせん事業」、「信用保証事業」、「債権管理回収事業」、

「海外における金融事業」の４つを報告セグメントとしております。

(B) 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）

（単位：百万円）

 営業収益

外部顧客からの営業収益

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、個別信用購入あっせん事業、

各種事務処理受託事業、ベンチャーキャピタル事業等を含んでおります。

ローン・
包括信用
購入あっ
せん事業

－ 17 △2

143,484 16,135

信用保証
事業

△189

185,606 3,828 189,434

合計
その他
（注）

計

19,015

報告セグメント

△269

6,970

債権管理
回収事業

海外にお
ける金融

事業

189,244計 143,549 16,135 6,988

 セグメント利益又は損失（△） △34,682 4,117

19,012

2,817 △27,011 524

65

185,686 3,558

80

△26,487735
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当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日）

（単位：百万円）

 営業収益

外部顧客からの営業収益

セグメント間の内部
営業収益又は振替高

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、個別信用購入あっせん事業、

ベンチャーキャピタル事業等を含んでおります。

(C) 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）

（単位：百万円）

 報告セグメント計

 「その他」の区分の利益

 セグメント間取引消去

 親子会社間の会計処理統一等による調整額

 四半期連結損益計算書の営業損失（△）

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日）
（単位：百万円）

 報告セグメント計

 「その他」の区分の利益

 セグメント間取引消去

 親子会社間の会計処理統一等による調整額

 四半期連結損益計算書の営業利益

(D) 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日　至 平成22年12月31日）

（のれんの金額の重要な変動）

　　「信用保証事業」セグメントにおいて、平成22年10月１日付で、三菱ＵＦＪニコス㈱の無担保カードロ

ーンの信用保証事業の一部を会社分割により承継いたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、

当第３四半期連結会計期間においては4,546百万円であります。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日）

該当事項はありません。

313

 利益

△25,587

155

199

586

571

金額

571

報告セグメント

その他
（注）

合計ローン・
包括信用
購入あっ
せん事業

信用保証
事業

債権管理
回収事業

海外にお
ける金融

事業
計

44,535 6,301 2,338 6,356 59,532 1,148 60,680

2 － 5 11 19 △361 △342

計 44,538 6,301 2,343 6,368 59,551 787 60,338

847 155 727

 利益 金額

 セグメント利益又は損失（△） △2,491 1,886 329

160

1,087

△27,011

524

アコム㈱（8572）平成23年３月期 第３四半期決算短信

- 15 -



(7) その他注記事項

 （四半期連結貸借対照表関係）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

※２．担保資産 ※２．担保資産

(1) 担保に供している資産 (1) 担保に供している資産

(2) 対応する債務 (2) 対応する債務

なお、［　］の金額は内数であり、債権流動化に なお、［　］の金額は内数であり、債権流動化に
係るものの金額であります。また、当該営業貸付 係るものの金額であります。また、当該営業貸付

金32,886百万円は、流動化目的で信託譲渡された 金37,878百万円は、流動化目的で信託譲渡された

ものであり、所有権は信託銀行（受託者）に移転 ものであり、所有権は信託銀行（受託者）に移転

しております。 しております。

※３．現金及び預金には、連結子会社のインドネシア ※３．現金及び預金には、連結子会社のインドネシア

　　　中央銀行の規則に基づく準備金 3,810百万円が 　　　中央銀行の規則に基づく準備金 1,711百万円が

　　　含まれております。 　　　含まれております。

※４．偶発債務 ※４．偶発債務

※５．営業貸付金の不良債権の状況 ※５．営業貸付金の不良債権の状況

（単位：百万円） （単位：百万円）

　未収利息不計上貸付金 　未収利息不計上貸付金

のうち、破産更生債権等 のうち、破産更生債権等

その他これらに準ずる貸 その他これらに準ずる貸

付金 付金

　その他の未収利息不計 　その他の未収利息不計

上貸付金 上貸付金

※ただし、債務者の経営 ※ただし、債務者の経営

　再建又は支援を図るこ 　再建又は支援を図るこ

　とを目的として利息の 　とを目的として利息の

　支払を猶予したものを 　支払を猶予したものを

　除く 　除く

　上記以外のその他の３ 　上記以外のその他の３

ヵ月以上延滞貸付金 ヵ月以上延滞貸付金

　上記以外の当該貸付金 　上記以外の当該貸付金

の回収を促進することな の回収を促進することな

どを目的に、金利の減免 どを目的に、金利の減免

等債務者に有利となる取 等債務者に有利となる取

決めを行った貸付金 決めを行った貸付金

（　 ）内の金額は、未収利息不計上の基準を法人 （　 ）内の金額は、未収利息不計上の基準を法人

 税基本通達に規定する方法と同一の基準とした場  税基本通達に規定する方法と同一の基準とした場

 合の貸付金の金額であります。  合の貸付金の金額であります。

2,724 

延滞債権

(93,959)

緩和債権

(21,999)

３ヵ月以上

貸出条件

合　計

46,522 

61,806 

合　計

45,972 

(17,550)

116,694 

(92,239)

863百万円 
8,647百万円 

緩和債権

(3,112)

（平成22年12月31日）

7,399百万円 

前 連 結 会 計 年 度 末

35,826百万円 

信用保証業務の保証債務残高

39,996百万円 41,132百万円 

債務保証損失引当金

分 類 基 準

309,539百万円 

1 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金

9,209百万円 

424,077百万円 

20,438百万円 
[17,500百万円]

431,861百万円 
銀行業による保証債務残高

差 引 差 引

3,112 

63,666 

(52,140)

（平成22年３月31日）

営 業 貸 付 金

[16,250百万円]

合 計
[20,000百万円]

45,678百万円 

銀行業による保証債務残高 574百万円 

延滞債権 3,392 

貸出条件

３ヵ月以上 (19,016)

延滞債権 4,382 

(51,685)

114,885 

分 類 基 準

延滞債権 (17,969)

1 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金 [4,999百万円]

[32,886百万円]

当第３四半期連結会計期間末

[37,878百万円]
営 業 貸 付 金

13,039百万円 
[12,501百万円]

18,588百万円 
長 期 借 入 金

[3,749百万円]

長 期 借 入 金

合 計

破綻先債権

区　分 金　額区　分

破綻先債権

金　額

(2,724)

債務保証損失引当金 8,275百万円 

信用保証業務の保証債務残高 317,240百万円 

27,798百万円 
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 （四半期連結損益計算書関係）

※１．その他の金融収益のうち主なもの ※１．その他の金融収益のうち主なもの

預金利息 預金利息

有価証券利息 有価証券利息

貸付金利息 貸付金利息

商品有価証券運用益 商品有価証券運用益

デリバティブ評価益 為替差益

※２．金融費用のうち主なもの ※２．金融費用のうち主なもの

支払利息 支払利息

社債利息 社債利息

社債発行費償却 社債発行費償却

銀行業預金支払利息 銀行業預金支払利息

為替差損 デリバティブ評価損

※３．その他の営業費用のうち主な費目及び金額 ※３．その他の営業費用のうち主な費目及び金額

広告宣伝費 広告宣伝費

貸倒引当金繰入額 貸倒引当金繰入額

債務保証損失引当金繰入額 債務保証損失引当金繰入額

利息返還損失引当金繰入額 利息返還損失引当金繰入額

従業員給与手当賞与 従業員給与手当賞与

退職給付費用   退職給付費用   

役員退職慰労引当金繰入額 役員退職慰労引当金繰入額

賃借料 賃借料

減価償却費 減価償却費

支払手数料 支払手数料

のれん償却額 のれん償却額

　４．金融収益及び金融費用の四半期連結損益計算書 　４．　　　　　　　　 同左

　　　上の表示区分の基準は次のとおりであります。

　(1) 営業収益として表示した金融収益

当社及び金融サービス事業子会社について、

投資有価証券受取配当金及び利息等を除くす

べての金融収益

　(2) 営業費用として表示した金融費用

当社及び金融サービス事業子会社について、

明らかに営業収益に対応しない支払利息等を

除くすべての金融費用

321百万円 

21,189百万円 

2,837百万円 

4,050百万円 5,272百万円 

83,903百万円 

84,044百万円 

1,474百万円 

10百万円 

91百万円 

48,227百万円 

13,812百万円 

1,741百万円 

1,885百万円 1,453百万円 

4,569百万円 

177百万円 

416百万円 

21百万円 

9,029百万円 

32百万円 

（

17,354百万円 

7,696百万円 

11百万円 

44百万円 

32百万円 

418百万円 

3,798百万円 

1,579百万円 

117百万円 

77百万円 

）至　平成21年12月31日 （ ）
自 平成22年４月１日

当第３四半期連結累計期間

17百万円 

125百万円 

至　平成22年12月31日

1,630百万円 

6,198百万円 

19,200百万円 

194百万円 

1,848百万円 

9,900百万円 

前第３四半期連結累計期間

21,698百万円 

172百万円 

自　平成21年４月１日

505百万円 
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※１．その他の金融収益のうち主なもの ※１．その他の金融収益のうち主なもの

預金利息 預金利息

有価証券利息 有価証券利息

貸付金利息 貸付金利息

商品有価証券運用益 商品有価証券運用益

為替差益

※２．金融費用のうち主なもの ※２．金融費用のうち主なもの

支払利息 支払利息

社債利息 社債利息

社債発行費償却 社債発行費償却

銀行業預金支払利息 銀行業預金支払利息

為替差損 デリバティブ評価損

※３．その他の営業費用のうち主な費目及び金額 ※３．その他の営業費用のうち主な費目及び金額

広告宣伝費 広告宣伝費

貸倒引当金繰入額 貸倒引当金繰入額

債務保証損失引当金繰入額 債務保証損失引当金繰入額

利息返還損失引当金繰入額 利息返還損失引当金繰入額

従業員給与手当賞与 従業員給与手当賞与

退職給付費用   退職給付費用   

役員退職慰労引当金繰入額 役員退職慰労引当金繰入額

賃借料 賃借料

減価償却費 減価償却費

支払手数料 支払手数料

のれん償却額 のれん償却額

　４．金融収益及び金融費用の四半期連結損益計算書 　４．　　　　　　　　 同左

　　　上の表示区分の基準は次のとおりであります。

　(1) 営業収益として表示した金融収益

当社及び金融サービス事業子会社について、

投資有価証券受取配当金及び利息等を除くす

べての金融収益

　(2) 営業費用として表示した金融費用

当社及び金融サービス事業子会社について、

明らかに営業収益に対応しない支払利息等を

除くすべての金融費用

486百万円 

自 平成22年10月１日

24,217百万円 

37百万円 1百万円 

11百万円 

132百万円 

1,266百万円 

11百万円 

（至　平成21年12月31日

12百万円 3百万円 

至　平成22年12月31日
自　平成21年10月１日

）

612百万円 

12,483百万円 

5,517百万円 

129百万円 

558百万円 

1,092百万円 

1,964百万円 

6,604百万円 

（

15,642百万円 

124百万円 

1,560百万円 

242百万円 

当第３四半期連結会計期間

）

170百万円 

361百万円 

3,421百万円 2,939百万円 

77百万円 6百万円 

1,328百万円 921百万円 

649百万円 

3百万円 

16,873百万円 

4,443百万円 

37百万円 

534百万円 

246百万円 

前第３四半期連結会計期間

2,451百万円 

7,082百万円 

4百万円 

625百万円 
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 （四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連 ※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

　　　結貸借対照表に掲記されている科目の金額との 　　　結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

　　　関係 　　　関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 現金及び預金勘定

有価証券勘定 有価証券勘定

短期貸付金勘定 短期貸付金勘定

銀行業における準備金 銀行業における準備金

預入期間３ヵ月超の
定期預金

124,539百万円 

△ 1,769百万円 

（
自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日 ）

前第３四半期連結累計期間

9,998百万円 

19,840百万円 

△ 3,810百万円 

△ 4百万円 

至　平成22年12月31日

現金及び現金同等物 168,746百万円 

49,971百万円 

23,790百万円 

預入期間３ヵ月超の
定期預金

98,800百万円 

当第３四半期連結累計期間

（
自 平成22年４月１日

現金及び現金同等物

△ 4百万円 

96,474百万円 

）
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 （企業結合等関係）

 （共通支配下の取引等）
　当社は、平成22年８月23日開催の取締役会決議に基づき、平成22年10月１日付で、三菱ＵＦＪニコス㈱の
無担保カードローンの信用保証事業の一部を会社分割により承継いたしました。その概要は次のとおりであ
ります。

１．相手企業の名称及び取得した事業の内容、企業結合の法的形式並びに取引目的を含む取引の概要
(1) 相手企業の名称

三菱ＵＦＪニコス㈱
(2) 取得した事業の内容

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行が販売する無担保カードローンの会員から委託を受けて保証する信用保証事業
(3) 企業結合の法的形式

当社を承継会社として、三菱ＵＦＪニコス㈱を分割会社とする吸収分割方式
(4) 取引目的を含む取引の概要

　平成20年９月８日に当社、㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ及び㈱三菱東京ＵＦＪ銀行との
間で合意した「アコムと三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ及び三菱東京ＵＦＪ銀行の業務・資本
提携の更なる強化について」に基づく、ＭＵＦＧグループのコンシューマーファイナンス事業の競争
力強化に向けた機能再編のための一環として行ったものであります。

２．取得した事業の取得原価：4,650百万円

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間
(1) 発生したのれんの金額：4,662百万円
(2) 発生原因：今後の事業展開によって期待される超過収益力
(3) 償却の方法及び償却期間：10年間にわたる均等償却

４．実施した会計処理の概要
　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準
及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基
づき、共通支配下の取引として会計処理を行っております。

５．取得した事業に係る資産及び負債の内訳
信用保証事業に係る保証債務残高 109,859百万円
債務保証損失引当金 903百万円

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）
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 （１株当たり情報）

(A) １株当たり純資産額

 １株当たり純資産額 １株当たり純資産額

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

純資産の部の合計額

(B) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

 １株当たり四半期純利益金額 １株当たり四半期純損失金額（△）

(注) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ
　 　ります。

) )

四半期純利益又は四半期純損失（△）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり四半期純利益金額の算定
に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概
要

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額については、１株当たり四半期純損失であ
り、また、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

156,661,604株

（ ）

1,638百万円

自 平成22年４月１日

１株当たり四半期純利益金額又は１株当
たり四半期純損失金額

純資産の部の合計額から控除する金額

(5,687百万円)

（

普通株式に係る四半期連結会計期間末
（連結会計年度末）の純資産額

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期連結会計期間末（連結会計年度
末）の普通株式の数

10.45円

自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日

当第３四半期連結会計期間末

4,753百万円

（うち少数株主持分）

439,269百万円

2,773.59円

（平成22年12月31日）

前 連 結 会 計 年 度 末

5,687百万円

当第３四半期連結会計期間末

2,546.33円

－

434,515百万円

（平成22年３月31日）

(4,753百万円)

404,600百万円

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に希薄化効
果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり当期純利益
金額の算定に含めなかった潜
在株式のうち、提出会社の自
己株式取得方式によるストッ
クオプション119,110株は､平
成22年６月30日に権利行使期
間が終了したため、潜在株式
に該当しなくなりました。

至 平成22年12月31日

△ 42,107百万円

△ 42,107百万円

当第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
自 平成21年４月１日

－百万円

(( 至 平成21年12月31日

）

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額については、希薄化効果を有している潜在
株式が存在しないため記載しておりません。

前第３四半期連結累計期間

自 平成22年４月１日

△　268.78円

普通株主に帰属しない金額 －百万円

156,661,596株

至　平成22年12月31日

398,912百万円

前第３四半期連結累計期間

156,661,604株156,803,933株

1,638百万円
普通株式に係る四半期純利益又は四
半期純損失（△）
普通株式の期中平均株式数

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)
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 １株当たり四半期純損失金額（△） １株当たり四半期純利益金額

(注) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであ
　 　ります。

四半期純利益又は四半期純損失（△） △

△

至　平成21年12月31日
自　平成21年10月１日

）

前第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間

(

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額については、１株当たり四半期純損失であ
るため記載しておりません。

（ （

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額については、潜在株式が存在しないため記
載しておりません。

至　平成22年12月31日

当第３四半期連結会計期間

△　5.11円

当第３四半期連結会計期間

自 平成22年10月１日

１株当たり四半期純利益金額又は１株当
たり四半期純損失金額

自 平成22年10月１日自 平成21年10月１日
) (至 平成21年12月31日 至 平成22年12月31日

普通株主に帰属しない金額 －百万円

801百万円

－百万円

1,772百万円

普通株式に係る四半期純利益又は四
半期純損失（△）
普通株式の期中平均株式数

801百万円

156,661,618株

1,772百万円

－

希薄化効果を有しないため、潜在株式調
整後１株当たり四半期純利益金額の算定
に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概
要

156,661,603株

)

11.32円

）

－
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４．（参考）【四半期財務諸表】（個別）
①四半期個別財務諸表は法定開示におけるレビュー対象ではありません。

②「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成21年内閣府第63号）に従い、四半

　期財務諸表を作成しております。

(1) （参考）【四半期貸借対照表】（個別）

（単位：百万円）

資産の部
流動資産
現金及び預金
営業貸付金
割賦売掛金
有価証券
商品及び製品
原材料及び貯蔵品
繰延税金資産
求償債権
その他
貸倒引当金
流動資産合計

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
その他
貸倒引当金
投資その他の資産合計

固定資産合計
資産合計

負債の部
流動負債
買掛金
1年内返済予定の長期借入金
1年内償還予定の社債
未払法人税等
債務保証損失引当金
資産除去債務
その他
流動負債合計

固定負債
社債
長期借入金
繰延税金負債
利息返還損失引当金
資産除去債務
その他
固定負債合計

負債合計
純資産の部
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式
株主資本合計

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
評価・換算差額等合計

純資産合計
負債純資産合計

当第３四半期会計期間末
前事業年度末に係る
要約貸借対照表

（平成22年12月31日） （平成22年３月31日）

84,722 66,768 
951,316 1,103,969 
22,944 26,485 
23,000 20,900 

334 1,034 
52 56 

24,827 24,959 
15,133 － 
81,746 65,172 

△53,210 △60,530 
1,150,867 1,248,816 

25,573 26,076 
11,757 7,686 

60,392 86,619 
△1,090 △1,170 
59,302 85,449 
96,633 119,212 

1,247,500 1,368,028 

185 212 
146,179 171,243 
35,825 50,495 

129 236 
8,640 8,270 
291 － 

8,520 20,202 
199,771 250,659 

176,015 171,005 
293,288 312,644 
1,437 1,730 

182,000 204,500 
4,634 － 
567 892 

657,942 690,772 
857,713 941,431 

63,832 63,832 
76,010 76,010 

268,054 312,710 
△19,793 △19,793 
388,104 432,760 

1,682 △6,162 
1,682 △6,162 

389,787 426,597 
1,247,500 1,368,028 
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(2) （参考）【四半期損益計算書】（個別）
【第３四半期累計期間】

（単位：百万円）

営業収益

営業貸付金利息

包括信用購入あっせん収益

信用保証収益

その他の金融収益

その他の営業収益

営業収益合計

営業費用

金融費用

その他の営業費用

営業費用合計

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

受取利息

受取配当金

その他

営業外収益合計

営業外費用

支払利息

投資事業組合運用損

その他

営業外費用合計

経常利益又は経常損失（△）

特別利益

固定資産売却益

投資有価証券売却益

関係会社株式売却益

抱合せ株式消滅差益

その他

特別利益合計

特別損失

固定資産売却損

固定資産除却損

減損損失

親会社株式評価損

投資有価証券売却損

投資有価証券評価損

事業構造改善費用

その他

特別損失合計

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自　平成21年４月１日　 （自　平成22年４月１日　
　至　平成21年12月31日） 　至　平成22年12月31日）

163,305 135,025 

2,722 2,231 

8,674 14,664 

71 60 

6,743 8,716 

181,517 160,698 

12,557 12,644 

160,311 178,305 

172,868 190,950 

8,649 △30,251 

700 541 

470 367 

571 572 

1,742 1,481 

0 4 

187 375 

60 44 

247 424 

10,143 △29,195 

－ 216 

534 109 

154 － 

1,453 － 

3 0 

2,146 326 

8 12 

387 121 

－ 90 

－ 4,811 

－ 14 

101 4,609 

資産除去債務会計基準の
適用に伴う影響額

－ 3,941 

15 39 

5,657 13,994 

税引前四半期純利益
又は税引前四半期純損失（△）

6,632 △42,863 

85 55 

5,429 954 

四半期純利益
又は四半期純損失（△）

1,117 △43,872 

5,514 1,009 

5,144 355 
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５．営業実績
 (1) 事業別営業収益 （単位：百万円）

期　別

事　業　別

（注）金融サービス事業の国内、「その他」及び「その他の事業」は、セグメント情報（３．四半期連結財務諸

　　　表、(5) セグメント情報、(B) 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報）の

　　　「その他」の区分に含まれております。

 (2) その他の指標

  ① 期末残高 （単位：百万円）

期　別

事　業　別

 ② 利用者数

期　別

項　目

(注) 上記事業別の利用者数の範囲は次のとおりであります。

１． ローン事業 営業貸付金残高を有する口座数

２． 包括信用購入あっせん事業

クレジットカード 「MasterCard®」有効会員数

３． 債権管理回収事業 債権買取額の残高を有する口座数

４． 個別信用購入あっせん事業 割賦売掛金残高を有する契約件数

５． 銀行業 銀行業貸出金残高を有する口座数

1,155

30,145

当第３四半期末

1,777,777

953,057

22,944

12,062

69,920

1.6

954 0.5

金　　額 構成比

％ 

16,135 8.5

2,628 1.4

188,479 99.5

140,855

当第３四半期

( 自 平成22年４月１日)至 平成22年12月31日

（件） 50,659

（件）

292,388

831,289

1.33,547

0.0

1,106,655

373,513

762,657

144,542

293,636

45,399

253,358

303,323

125,905

784,057

32,398

1,957,854

150,498

（件）

前連結会計年度末

30,287

1,631

25,331

66,889

0.3

100.0

79.2

5.1

1.2

1.4

4.6

6.9

100.0

％ 

815

14,295

12,844

220,684

19,357

6,970 3.7

2,873

前第３四半期末

0.0

9,681

4.7

14,372 6.8

6

1.3

3,292

3,949

2,711

0.3

1.5

15,614 8.2

414 0.2

2,986

前連結会計年度末

9

当第３四半期末

（件） 2,006,139

413,774

15,759

前第３四半期末

1,836

27,839

1,139,871

32,313

そ の 他 の 事 業

2,507

9,958

4.6

そ の 他

646
海
　
外

ロ ー ン 事 業

個 別 信 用 購 入
あ っ せ ん 事 業

銀 行 業

金 融 サ ー ビ ス 事 業

3,042 1.4国
　
内

ロ ー ン 事 業

包 括 信 用 購 入
あ っ せ ん 事 業

信 用 保 証 事 業

債 権 管 理 回 収 事 業

1.2

79.8

前第３四半期

自 平成21年４月１日)( 至 平成21年12月31日

169,506

212,427

金　　額

自 平成21年４月１日

構成比 構成比金　　額

74.4

278,786

％ 

前連結会計年度

( )至 平成22年３月31日

19,791

64,564

189,434 100.0 278,795 100.0

（平成21年12月31日）

合　　　　　計 212,433 100.0

（平成22年12月31日） （平成22年３月31日）

国
 
内

ロ ー ン 事 業

包括信用購入あっせん事業

債 権 管 理 回 収 事 業

そ の 他

15,310

25,780

26,485

海
　
外

ロ ー ン 事 業

個別信用購入あっせん事業

銀 行 業

合　　　　　計 1,301,978 1,115,066 1,272,592

（平成21年12月31日） （平成22年12月31日） （平成22年３月31日）

国
 
内

ロ ー ン 事 業

包 括 信 用 購 入
あ っ せ ん 事 業

（名）

債 権 管 理 回 収 事 業（件）

そ の 他

海
　
外

ロ ー ン 事 業

個 別 信 用 購 入
あ っ せ ん 事 業

銀 行 業（件） 4,488 6,091 4,516
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  ③ その他

期　別

項　目 （平成22年12月31日）

62,956

8,647

1,379

5,8696,294

（平成21年12月31日）

店 舗 数 （店） 1,666

債務保証損失引当金残高（百万円） 7,745

（名）社 員 数

貸 倒 引 当 金 残 高（百万円） 92,902

6,145

70,449

1,492

（平成22年３月31日）

8,275

前第３四半期末 当第３四半期末 前連結会計年度末

204,500

貸 倒 損 失 額（百万円） 85,891 59,086 112,109

利息返還損失引当金残高（百万円） 200,600 182,000

137,262利 息 返 還 損 失 額（百万円） 103,989 106,545
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